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時
代
を
生
き
た
北
秋
田
市
出
身

の
作
曲
家
・
成
田
為
三
さ
ん
の

生
涯
を
描
い
た
内
容
で
、「
笑

い
あ
り
涙
あ
り
と
て
も
良
か
っ

た
」「
感
動
し
た
」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
宿
泊
先
の

わ
ら
び
座
関
連
施
設
「
奥
羽
山

荘
」
へ
移
動
し
、
友
の
会
か
ら

の
入
会
説
明
の
あ
と
、
夕

食
交
流
。
中
野
委
員
長

が
「
永
い
間
、
厳
し
い
現

場
で
医
療
を
支
え
、
組
合

員
と
し
て
県
医
労
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
改
め

て
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
参

加
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
、

思
い
出
な
ど
様
々
な
お
話

し
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
角
館
散
策
と

陶
芸
・
木
工
製
作
、
酒
蔵
見
学

に
わ
か
れ
て
行
動
。
２
日
間
を

終
え
て
、「
楽
し
い
旅
に
な
っ

た
」「
若
い
方
々
が
楽
し
く
働

け
る
職
場
に
し
て
欲
し
い
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
医
労
退
職
者
を
ね
ぎ
ら
う

集
い
が
４
月
25
～
26
日
、
秋
田

県
仙
北
市
「
た
ざ
わ
こ
芸
術

村
」
を
中
心
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
、
10
支
部
・
本
部
・
県
医

労
友
の
会
37
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
為
三
さ
ん
」
は
、
大
正
の

厳
し
い
現
場
と
県
医
労
活
動

　
支
え
て
き
た
誇
り
胸
に
笑
顔

役者さんたちと一緒に記念撮影

私たちが歴史をつくってきました

角館散策木工・陶芸作品できました

退
職
者
を
ね
ぎ
ら
う
集
い

　東日本大震災津波から４年２ヶ月となろうとして

いる５月８～９日、京都医労連の組合員８名は被災

地連帯企画として昨年の宮城に続いて、岩手を訪れ

ました。東京池袋から夜行バスで釜石駅前に降りた

参加者は、今回の企画の窓口になった中野委員長と

合流。貸し切りバスと三陸鉄道を利用し、釜石～大

槌～釜石～大船渡～陸前高田～一関駅へと２日間で

移動。高田病院では○○○○中執による病院の案内

に、一同熱心に聞き入りました。かさ上げ工事を前

に、「復興はまだまだなんだ」との声が聞かれました。

　震災直後の３月14日から夜を徹して陸前高田へ

駆けつけてくれた京都医労連のパワフルさは、健在

でした。

京 都 医 労 連

「復興はまだまだと実感」
被災地連帯企画 in 岩手

高田病院を見学する京都医労連のみなさん
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５
月
15
日
の
昼
時
間
、
盛
岡

市
内
で
は「
許
す
な
戦
争
立
法
！

９
条
を
壊
す
な
！
辺
野
古
新
基

地
建
設
中
止
！
５
・
15
盛
岡
緊

急
昼
デ
モ
」
が
開
催
さ
れ
、
い

わ
て
労
連
や
岩
手
医
労
連
、
民

主
団
体
な
ど
１
６
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
、
安
倍
内
閣
は
ア

メ
リ
カ
が
引
き
起
こ
す
あ
ら
ゆ

る
戦
争
に
自
衛
隊
を
参
戦
・
軍

事
支
援
さ
せ
る
「
戦
争
法
案
」

を
閣
議
決
定
し
、
15
日
に
国
会

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

国
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
は
、

周
辺
事
態
法
や
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
な
ど

の
「
改
正
」
と
新
法
を
一
括
で

進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
米
軍
等
と

軍
事
行
動
を
と
も
に
す
る
、
よ

り
踏
み
込
ん
だ
危
険
な
内
容
で

あ
り
、ま
さ
に
「
戦
争
法
」
で
す
。

安
倍
首
相
は
６
月
ま
で
の
国
会

を
延
長
し
て
で
も
強
行
し
た
い

構
え
で
す
。

　

日
本
は
、
戦
後
70
年
間
、
戦

争
で
一
人
も
殺
し
た
り
殺
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
の
な
い
平
和
な

国
家
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
が
お
し
進
め
る
戦
後

最
悪
の
憲
法
破
壊
を
阻
止
す
る

た
め
に
、
と
も
に
学
び
と
も
に

行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

第
86
回
メ
ー
デ
ー
が
盛
岡
の
岩
手
県

中
央
集
会
な
ど
、
県
内
11
ヶ
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
盛
岡
で
の
中
央
集
会
は
、

岩
手
公
園
広
場
で
９
時
か
ら
開
催
さ
れ
、

約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
県

医
労
か
ら
は
中
央
支
部
・
書
記
局
か
ら

30
名
が
参
加
し
、「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」

の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
華
や
か
に
市
内
を

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。
行
進
後
は
、
葉

桜
の
下
で
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
交
流

し
ま
し
た
。

　

支
部
で
も
各
地
区
メ
ー
デ
ー
集
会
に

参
加
し
、
決
意
表
明
や
デ
モ
行
進
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
等
で
奮
闘
。
手
作
り
の
プ
ラ

カ
ー
ド
や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
手
に
、
自

分
た
ち
の
要
求
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

地
域
医
療
を

　
充
実
せ
よ
〜

胆江地区メーデー集会

働く者の団結で
安倍「暴走」政治ストップを！

第86回メーデー集会

釜石地区メーデー集会

宮古地区メーデー集会

県中央メーデー集会

両磐地区メーデー集会

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
「
戦
争
法
」

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
「
戦
争
法
」

盛
岡
緊
急
昼
デ
モ
に
１
６
０
人
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看護部

　
「
生
き
が
い
の
も
て
る
看
護

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
岩
手
県

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
集
会
が
、
岩

手
医
労
連
看
護
対
策
委
員
会
の

主
催
で
、５
月
16
日
盛
岡
市「
プ

ラ
ザ
お
で
っ
て
」で
開
催
さ
れ
、

全
県
か
ら
１
３
５
名
（
県
医
労

いきがいのもてる看護を！！

再び戦場の血で白衣汚さない

か
ら
は
10
支
部
・
25
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

岩
手
医
労
連
の
中
野
る
み
子

執
行
委
員
長
は
「
戦
争
法
案
が

国
会
に
提
出
さ
れ
る
の
は
許
せ

な
い
。
看
護
師
の
白
衣
を
再
び

戦
場
の
血
で
汚
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
、「
軍

事
費
よ
り
も
医
療
・
社

会
保
障
、
震
災
復
興
に

税
金
を
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

吉
田
裕
美
子
看
護

対
策
委
員
長
（
岩
手
医

大
教
職
組
）
は
県
内

の
労
働
実
態
を
報
告
。

「
人
員
不
足
や
過
密

な
労
働
で
心
に
余
裕

が
な
い
こ
と
が
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
。
人
手
不

足
を
オ
ー
バ
ー
ワ
ー

ク
で
補
う
悪
循
環
を

断
ち
切
る
こ
と
が
大

切
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
渋
谷
区
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
サ
ポ
ー

ト
ハ
ウ
ス
じ
ょ
む
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
高
山
直
子
さ
ん
が
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
ど
う
と
ら
え
る

か
」
と
題
し
て
、
職
場
の
安
心

感
・
安
全
感
を
回
復
さ
せ
る
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
例
題
を
出

し
な
が
ら
語
り
か
け
る
よ
う
に

講
演
。「
安
全
地
帯
に
な
る
場

所
や
人
が
一
つ
あ
れ
ば
（
一
人

い
れ
ば
）
良
い
。
そ
れ
が
労
働

組
合
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」
と

の
言
葉
が
、
今
自
分
た
ち
が
活

動
し
て
い
る
こ
と
へ
の
エ
ー
ル

に
聞
こ
え
、
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　

講
演
に
続
い
て
、
各
単
組
の

代
表
者
が
現
状
や
課
題
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は
白

衣
で
元
気
に
笑
顔
で
市
内
を
デ

モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
街
頭
で
行
っ
た
「
夜

勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る

国
会
請
願
署
名
」
の
呼
び
か
け

に
は
２
５
１
筆
の
署
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。�

 

（
○
○
）

講師の高山直子さん

高校生も署名に協力

熱心に聞き入る参加者

会場の「プラザおでって」前で

2015年岩手県ナースウエーブ集会
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上
の
参
加
者
で
、
迫
力
の
あ
る

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
行
わ
れ
、
６
３
３
万
６
，

２
０
５
筆
の
署
名
を
タ
ウ
ス
・

フ
ェ
ル
ー
キ
議
長
と
ア
ン
ゲ
ラ
・

ケ
イ
ン
国
連
軍
縮
担
当
上
級
代

表
に
提
出
し
ま
し
た
。
ア
ン
ゲ

ラ
・
ケ
イ
ン
さ
ん
は
、
署
名
へ

の
感
謝
と
「
核
軍
縮
は
可
能
」

と
話
し
、
フ
ェ
ル
ー
キ
議
長
は
、

「
正
し
い
活
動
を
し
て
い
る
。
核

軍
縮
は
市
民
の
行
動
で
実
現
で

き
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
日
は
、
エ
シ
カ
ル
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
「
核
兵
器
い
ら
な
い

女
性
の
交
流
会 

in 

Ｎ
Ｙ
］
が

開
催
さ
れ
、
４
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
マ
ー

シ
ャ
ル
の
外
国
代
表
４
人
、
広

島
、
沖
縄
、
福
島
、
長
崎
か
ら

の
発
言
に
、
会
場
全
体
が
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
か
ら
８
時
間
か
け
て
参
加
し

た
と
い
う
ロ
ビ
ン
・
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち

と
作
成
し
た
ピ
ー
ス
キ
ル
ト
を
、

集
会
主
催
者
へ
届
け
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
雰
囲
気
で
、
元
気

と
勇
気
が
も
ら
え
る
交
流
と
な

り
ま
し
た
。

　

４
月
27
日
か
ら
Ｎ
Ｙ
・
国
連

本
部
で
開
催
さ
れ
た
、
第
９
回

Ｎ
Ｐ
Ｔ（
核
不
拡
散
条
約
）再
検

討
会
議
へ
の
要
請
・
Ｎ
Ｙ
国
際

行
動
へ
日
本
か
ら
１
，
０
５
８

名
の
代
表
団
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

４
月
26
日
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ

ア
で
の
集
会
後
、
ダ
グ
・
ハ
マ

シ
ョ
ル
ド
広
場
ま
で
１
万
人
以 世

界
の
人
々
と
の
連
携
が

新
し
い
世
界
を
開
く
in
Ｎ
Ｙ

　

日
本
原
水
協
代
表
団
会
議
・

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
共
に
核

兵
器
の
な
い
世
界
へ
新
た
な
地

平
を
開
こ
う
」
で
は
、
日
本
原

水
協
代
表
団
全
員
が
参
加
し
、

安
井
正
和
事
務
局
長
が
、「
第

一
の
任
務
で
あ
る
署
名
提
出
を

全
員
の
力
で
成
功
さ
せ
た
。
一

つ
ひ
と
つ
の
行
動
を
成
功
さ
せ
、

被
爆
70
年
の
世
界
大
会
へ
前
進

を
つ
く
り
上
げ
よ
う
」
と
呼
び

か
け
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
指

針
と
な
り
ま
し
た
。

中
央
執
行
委
員  

○
○
○
○
○

岩手の集合写真
（左端が○○○中執）

みなさんからいただいた署名を　　
　手分けしてアメリカまで運びました

パレードに参加する岩手代表団

　

憲
法
記
念
日
の
５
月
３

日
、盛
岡
市「
プ
ラ
ザ
お
で
っ

て
」
で
約
１
４
０
人
が
参
加

し
、「
憲
法
記
念
日
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
笑
工
房
の
社
長
、
コ

バ
ヤ
ン
こ
と
小
林
康
二
さ
ん

で
、
安
倍
首
相
が
強
引
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
改
憲
案

を
基
に
、
自
ら
脚
本
を
書
い

た
と
い
う
「
こ
れ
が
ア
ベ
さ

ん
の
本
音
だ
」
と
い
う
憲
法

漫
談
で
、
安
倍
首
相
の
「
胸

に
秘
め
た
」本
音
を
紹
介
し
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
改
憲
策
動
を
許

さ
ず
、
戦
争
立
法
を
阻
止
し

よ
う
と
ア
ピ
ー
ル
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

安
倍
改
憲
を
阻
止
し
よ
う

憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い
　

2015
NPT
核兵器廃絶へ
新たな一歩

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク



5

国
民
平
和
大
行
進

　
　
歩
く
こ
と
が
平
和
に
つ
な
が
る

　

戦
後
70
年
、
広
島
・
長
崎
の

被
爆
か
ら
70
年
目
の
夏
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

先
立
ち
４
月
27
日
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
が
ひ
ら
か
れ
、
核

兵
器
廃
絶
の
実
現
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

｢

戦
争
す
る
国
づ
く
り｣｢

集

団
的
自
衛
権｣

は
許
さ
な
い
。

憲
法
９
条
を
行
か
し
、
非
核
平

和
の
日
本
を
実
現
し
よ
う
―
―

70
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
行

進
と
な
る
よ
う
、
誘
い
合
っ
て
、

一
歩
で
も
二
歩
で
も
行
進
し
ま

し
ょ
う
。

「平和」の名で
　戦争するな！

女の平和  5.13
ピースアクションいわて
　｢戦争法はゆるさない」「９条守れ」。
　５月13日、盛岡市で、赤いものを身につけ
て、安倍政権に抗議のアクションを起こそう
と、女性たちが繁華街をパレードしました（全
体で80名、県医労５名）。
　このレッド・アクションと呼ばれる行動は、
いま全国各地に広がっています。

6/6

6/8・9

6/6

6/13

6/13

6/14

6/10
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岩
手
に
ま
た
新
た
な
世
界
遺

産
が
誕
生
で
す
ね
。
ぜ
ひ
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
船
渡
支
部
　
は
な
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

先
日
、
仙
台
駅
の
ト
イ
レ
で

携
帯
電
話
を
ボ
ト
ン
と
水
没
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
ト

イ
レ
に
水
没
す
る
こ
と
３
回
目

で
す
。
急
な
出
費
に
撃
沈
で
す
。

江
刺
支
部
　
ボ
ッ
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

医
労
連
共
済
を
見
直
す
こ
と

は
、
普
段
の
生
活
で
は
あ
ま
り

意
識
し
ま
せ
ん
が
、
給
付
を
受

け
た
人
の
話
や
自
分
の
生
活
ス

タ
イ
ル
が
変
化
し
た
時
に
考
え

ま
す
。
あ
ま
り
目
に
見
え
な
い

部
分
で
す
が
、
こ
う
い
う
も
の

の
メ
リ
ッ
ト
も
組
合
に
入
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
自
分
が
入
っ
た
職
場
で

す
の
で
、決
し
て
投
げ
出
さ
ず
、

良
い
も
の
を
目
指
し
努
力
し
て

　

体
調
が
悪
く
て

休
み
を
お
願
い
し

た
が
「
手
足
が
動

く
な
ら
働
け
る
」

と
言
わ
れ
出
勤
し

た
。「
有
休
を
あ

げ
な
い
。
仕
事
が

で
き
た
ら
あ
げ

る
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

２
０
１
３
年
看
護
職
員
の
労
働

実
態
調
査
に
寄
せ
ら
れ
た
、
県

医
労
で
起
き
て
い
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
実
態
だ
▼
５
月
16
日
、

盛
岡
市
「
プ
ラ
ザ
お
で
っ
て
」

で
開
催
さ
れ
た
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー

ブ
集
会
で
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
っ
た
。

講
演
の
中
で
、
講
師
の
髙
山
直

子
氏
は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害

に
遭
う
こ
と
は
、
交
通
事
故
に

遭
う
の
と
同
じ
で
自
分
が
気
を

付
け
て
い
て
も
遭
遇
す
る
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
っ
た
時
、
被

害
者
は『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』

か
『
サ
バ
イ
ブ
（
事
故･

逆
境

４
月
号
パ
ズ
ル

４
月
号
パ
ズ
ル

　

４
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
33
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
４
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

阿
部
ヤ
ン（
二
戸
支
部
）、

竹
の
こ（
一
戸
支
部
）、
匿
名

希
望（
中
央
支
部
）、
つ
む
つ

む
イ
ン
コ
、
ア
ト
ム
＆
ウ
ラ

ン
、
オ
ラ
ン
ジ
ー
ナ（
中
央
支

部
）、
は
な
み
ず
き（
東
和
支

部
）、夜
桜
お
七（
江
刺
支
部
）、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ（
南
光
支
部
）、

よ
っ
ち
マ
マ（
大
東
支
部
）

い
き
た
い
で
す
。

南
光
支
部
　
原
動
機
付
自
転
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

近
所
の
仮
設
住
宅
が
解
体

さ
れ
ま
し
た
。
大
半
は
自
主
再

建
で
新
し
い
我
が
家
に
。
で

も
、
違
う
仮
設
に
移
転
す
る
方

も
…
。
は
や
く
皆
さ
ん
に
春
が

来
ま
す
よ
う
に
。

大
船
渡
支
部
　
春
を
待
つ
ナ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

４
月
に
な
り
部
署
内
で
も
メ

ン
バ
ー
の
入
れ
替
え
が
あ
り
ま

し
た
。
新
年
度
も
「
ま
ち
が
い

探
し
」
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
ま
す
。

久
慈
支
部
　
鼻
曲
が
り
土
偶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

最
近
、ハ
マ
っ
て
い
る
も
の
。

「
猫
侍
」
と
岩
合
光
昭
さ
ん
の

猫
シ
リ
ー
ズ
（
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム
）。
日
頃
、
ス
ト
レ
ス
の
多

い
世
界
に
い
る
の
で
、
見
て
癒

さ
れ
ま
す
。

磐
井
支
部
　
ベ
ガ

な
ど
を
切
り
抜
け
て
生
き
残

る
、
耐
え
る
）』
す
る
か
、
ど

ち
ら
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
被
害
者
は
理
解
さ
れ

ず
、
孤
立
し
て
い
く
。
そ
ん
な

時
、
同
僚
の
た
っ
た
一
言
の
あ

い
さ
つ
が
、『
自
分
は
こ
こ
に

居
て
も
良
い
ん
だ
。
も
う
少
し

頑
張
ろ
う
』
と
思
え
る
魔
法
の

言
葉
」
と
話
し
て
い
た
▼
職
場

は
、
効
率
が
最
優
先
。
人
手
不

足
と
業
務
応
援
で
看
護
体
制
を

維
持
し
て
い
る
。
人
的
・
精
神

的
に
も
余
裕
が
な
い
▼
そ
ん
な

今
だ
か
ら
こ
そ
、
労
働
組
合
は

現
場
の
声
を
聴
き
、「
安
全
・

安
心
の
医
療
が
提
供
で
き
る
」

「
定
年
ま
で
働
き
続
け
ら
れ
る
」

職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る

▼
６
月
19
、
20
日
の
定
期
大
会

に
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、

自
分
た
ち
の
状
況
を
報
告
し
あ

い
、
今
後
の
組
合
活
動
を
み
ん

な
で
取
り
組
め
る
も
の
に
し
て

い
こ
う
。�

（
ひ
）



花巻温泉「ホテル千秋閣」
　・参加申込は各単組へ
　・１日目、２日目だけの
　　参加も可能です13：15～17：15 9：15～11：30

医療は誰のもの医療は誰のもの

記念講演

　「医療と平和 取材現場から」
記念講演　11日㈯ 13：45から

　「医療と平和 取材現場から」

7/11● 7/12●7/11土 7/12日

第40回 岩手県医療研究集会

分科会のご案内
● 「いきいきと働き続けるために」
● 「介護報酬改定で現場はどうなる？」
● 「家族が認知症になったら」
● 「病院の食事のテクニックを家庭にも」（11日だけ開催）
● 「みんなで守ろう子どもの笑顔」（11日だけ開催）
＜基礎講座＞
● 「10年後の医療、介護の姿は」（11日）
● 「座学と実践腰痛予防のストレッチ」（12日）

講師：池田恵里子さん
1950年生まれ。1973年にＮＨＫに入局し、ディレクターとして主に
「おはようジャーナル」「ＥＴＶ特集」の枠で、女性、人権、教育、エイ
ズ、戦争などの番組を制作する。2010年定年退職。現在、アクティ
ブミュージアム「女たちの戦争と平和資料館」館長。

一部分科会は、1日目は
合同学習会になります。

分科会1日目は15時１５分から、2日目は9時から開始です

６月の予定
６日（土）〜14日（日）

	 国民平和大行進・県内行進

７日（日）	 第61回岩手県母親大会（都南文化会館等）

12日（金）〜13日（土） 

	 全国医療研究集会（鹿児島県）

19日（金）〜20日（土） 

	 県医労第71回定期大会（ホテル紫苑）

７月の予定
３日（金）〜４日（土）

	 県医労女性部第58回定期大会（ホテル志戸平）

11日（土）～ 12日（日）

	 岩手医労連第40回医療研究集会（ホテル千秋閣）

18日（土） 	  支部長会議（県民会館）

25日（土）～ 26日（日）

	 県医労青年部第58回定期大会（ホテル大観）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

６
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


